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災害時のエコノミークラス症候群対応セミナー

災害関連死を減らすために赤十字ができること�
―被災地での深部静脈血栓症（DVT）対策

【趣旨】大規模災害の被災地では、エコノミークラス症候群が多発していることを現地の救護活動で経験し
て来た。これは災害後の急性期だけでなく、慢性期以降も被災者に二次健康被害をもたらす。被災地での災
害関連死を減らすためにも、エコノミークラス症候群の重症化を防ぐ救護活動が必要である。

第１部　報告―赤十字が行なってきたDVT対策

１． 東日本大震災以降の DVT 検診活動
 石巻赤十字病院検査部　深澤　昌子

２． 熊本地震での DVT 検診活動―KEEP project の活動
 熊本赤十字病院国際医療救援部　整形外科　細川　浩

３． 熊本地震での DVT 検診活動―保健衛生活動
 熊本赤十字病院看護部　森　美幸、他

４． 被災地 DVT 検診から予防を考える
 富山赤十字病院検査部　大西秀典

第２部　自由討論―赤十字救護活動としてのDVT検診

Q １． 災害時に赤十字がエコノミークラス症候群対策に関わる意義
Q ２． 災害時の赤十字 DVT 対応チームの構築

第３部　ハンズオン―被災地での下肢静脈エコー検診の実際

企画・セッション　その他企画・各種会議
10 月 23日（月）13:10 ～ 14:40　第 8会場（仙台国際センター　会議棟　1階　小会議室 1）


